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⑳「明 日を信 じて」

一発達障害の子どもと向きあつて2 2 年 －

紹介者 山口県親の会顧問 （元山口市白石

小学校ことばの教室担当）熊野汎美先生

母 と息子の歩みの 日々・・・ 「私 が ここに

至る までの こと、それ は息子 が私 の許に産 ま

れ、それか らの 日々（時々刻 々の時 を刻んで）

を通 して 、 導 い て くれ た か ら こそ の こ とだ 」

と著者 は結論付 けてお られ ます。

結婚 当初 は、多 くの方 と同様 の有 識婦 人で

あり、その限 りにおい ては極普通 の女性 であ

った著者が、今では精神科病院勤務の臨床心

理士 であ り、 ご子息 は大学 院でスポー ツ心 理

学を専攻す る学 究です。

事、 ここに至 るまで の道 の りの開示 、、二人

のこれ までの関わ りにつ いて、前半 は母親の

眼で、後 半は専 門職 と しての見地 か らの コメ

ン トを含 め、平 易 な文 章 で書 かれ てい ます。

きっ と多 くの方 々の共 感 を呼 ぶ こ とで し ょ う。

育 てるのに多 くの手 間 と時 間が かかる障害

のあるお子様 をお持 ちの方 々に是非 おすすめ

した い と思 い ます 。

パ ンフ レ ッ トの 終 わ りの 部 分 に、「今 回 の

執筆 に当たって、 自分の履歴が公表 される事

を快 く承 諾 して くれ た 安 田風 明 さん に 、 この

場を借 りま して 深 く感 謝 い た し ます 」 の記 述

があ ります 。

さ らに 「子育 ての基本 は同 じです 。 ただ、

何らか の 障 害 とい うか 、 育 て に く さが あ る こ

とで、私 た ち親 は、子 ど もか ら『生 き る こ と』

の意 味 を 考 え る チ ャ ンス を も ら っ た の で す 。
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何もなければ、チ

ャンス を 逸 した か

も知 れ ません。あ

る意 味、障害のあ

る子 を もつ親の方

が恵 まれてい るの

では な い か …」と。

「日常 生活の一

コマ ー コ マ に は 、

感動 的な ことがた

くさ ん 隠 され て い ます 。 私 は、 夕 餉 の ひ と と

き、 食 卓 を囲 む こ とに感 動 で きる 人 間 で あ り

たい と思 っ て い ます 。 また ず っ と大 切 に して

きま した。 だ か らこ そ、 今 もっ て 感動 で き る

のだ と思 い ます 。」

こ うした小 さな感動 の積 み重 ねが、「生 き

るこ との意味」 を問い、本 当の意味での 「こ

とば を育 む」 こ とにつ なが っ て い くと確 信 し

てい ます 。

書 き出 しの 「は じめに」 の部分 か ら読み始

めら れ る こ と、 序 章 か らの 展 開 、 目次 を 母

（ 時 に は父） 親 との 日々の生活 の場 面場 面で

の双方 の微妙 な心 の動 きを汲 み取 る ことが 出

来る と思 い ます 。

是 非 じっ く り と読 み通 さ れ て、「親」（母 ま

たは父 ） と してそ の 時 々 の、 こ とに 直面 した

時の気 持 ち （心 の動 き）、 その場面 に応 じた

対処の姿 を感得 され ます ように・・・。

イエロー リボン・バ ッチを普及

しています。ご協力 ください。

巧イエローリボンは、障害

のある人びとの、その人

ら しい 自立 と社 会 参加 を

め ざす シ ンボ ル です。

バ ッチ は 、一個 3 0 0 円

池11。州 も叫 言霊芸去呈㌫三言表号

て い ます 。


